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54 年間の役目を終えた人吉市役所本庁舎

人吉市議会は
カルチャーパレスに
移転しました。
（関連記事11頁）
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平成２８年３月定例会は、２月２９日から
３月２４日までの２５日間の日程で開催しました。

平成28年度 一般会計予算
151億5,012万4千円 可決

（前年度比：６億 9,116 万９千円の増）

　歳入は、平成 27 年度当初予算と比較して、生産年齢人口の減少に伴い税収の減収が見込まれ、また普
通交付税も平成 27 年度国勢調査人口速報値が採用されることから、大幅な減額が見込まれています。
　歳出は、少子高齢化対策に向けた経費やインフラ整備に関する経費、投資的経費については、国・県
への交付申請に伴う事業費及び単独事業経費などが計上されています。
　特別会計も次のとおり可決しました。

人 吉 球 磨 地 域 交 通 体 系 整 備 特 別 会 計 93万６千円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 50億4,516万７千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ４億8,840万１千円
介 護 保 険 特 別 会 計 42億3,009万２千円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 3,191万６千円
国 民 宿 舎 特 別 会 計 170万７千円
工 業 用 地 造 成 事 業 特 別 会 計 １億5,535万４千円
水 道 事 業 特 別 会 計　   　  収 益 的 収 入 ５億5,233万５千円

支 出 ５億912万円
資 本 的 収 入 4,000万３千円

支 出 ２億8,812万４千円
公共下水道事業特別会計　   　 収 益 的 収 入 11億4,353万３千円

支 出 11億1,221万７千円
資 本 的 収 入 ２億6,297万５千円

支 出 ７億3,551万２千円

《人事案件》
○公平委員会委員に次の方を選任同意しました。

　中村　明公氏

　平成27年度一般会計補正予算は２億9,088万９千円増額の総額157億6,951万３千円となりました。
この補正は、人事院勧告に伴う人件費や国の補正予算に伴う年金生活者等支援臨時福祉給付金支給
に係る経費によるものです。

議案を公開しています

議案の内容は、市のホームページでご覧いただけます。（担当：総務課）
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市長等の給与を減額する条例改正について賛否分かれる

　平成 28 年度当初予算編成にあたり、基金３億円を
取り崩さなければならない現状に鑑み、さまざまな事
業実施に向けた財源の一部とするため、市長、副市長、
教育長及び常勤の監査委員の給料月額を、その任期中
について減額する。また、下水道使用料の徴収誤りに
関しその責任をとり、市長及び副市長の給料月額を２
カ月間減額する。この２件に伴う条例改正に関し、賛成、
反対それぞれ議論がなされ、委員会としては賛成多数
により承認しました。※ 本会議最終日の採決では、賛
成少数により原案否決されています。

公用車出張に伴う半日当支給を廃止に

　条例改正により職員の公用車出張（原則、九州管内）
に伴う半日当の支給を廃止するもので、市長等の特別
職及び市議会議員も同様の取り扱いになります。ただ
し、公共交通機関を利用する場合や、特別職の非常勤
職員（町内嘱託員、農業委員、審議会委員など）の方
はこれまでどおり支給されます。

一般会計当初予算の総務部関係に２１億２７６万７千
円、教育部関係に１１億９，２４６万６千円を計上

　主なものは、ふるさと納税業務委託料、新地方公会
計対応固定資産台帳整備委託料、人吉市地域公共交通
活性化協議会負担金、公共施設等総合管理計画策定委
託料、鉄道ミュージアム関連予算、消防救急デジタル
無線整備に伴う負担金、平成 29 年度開催予定の県民
体育祭準備経費、学校給食費助成金などです。
　～鉄道ミュージアム関連予算～
　管理運営に関する予算として 1,625 万１千円が計上さ
れ、新年度に地方創生推進交付金（新型交付金）によ
り補助申請を行う。
　～学校給食費助成金～
　将来の地域を担う子供たちを応援するために、定住
促進、子育て支援の一環として、負担すべき給食費のう
ち月額 1,000 円に相当する額を助成し、保護者の経済的
負担を軽減するもの。助成金として 2,530 万円を計上。

特定不妊治療費助成事業が始まります

　平成 28 年度から、不妊治療の経済的負担軽減を目
的に、県が実施している助成事業に市の助成を上乗せ
する形で助成事業が開始されます。助成の要件は、熊
本県の特定不妊治療費助成事業による助成を受けてい
る方、夫婦ともに人吉市に住所を有し、かつ居住され
ている方、市税を滞納されていない世帯の方、治療開
始日が平成 28 年４月１日以降であることとなっていま
す。また、初めて治療を受ける妻の治療開始年齢や採
卵の有無で助成回数や助成額が変わります。事業の予
算として 100 万円を認めました。
市税の猶予制度が見直されました
　平成 27 年度税制改正で地方税法が改正されたこと
に伴い、人吉市税条例の一部を改正し、市税の猶予制
度が見直されることになりました。なお、今回の地方
税法の改正では、担保の徴収基準などいくつかの事項
が市の条例に委任されています。市の条例改正にあた
り、国税の基準を緩和する、または強化する特別な事
情はないことから、国税の基準に準拠した規定となり、
４月１日から施行されます。
厚生委員会所管部局の当初予算を承認
市民部予算の主なもの

　・熊本県後期高齢者医療広域連合負担金
　５億4,950万７千円

　・人吉球磨広域行政組合負担金（し尿・ごみ処理・
　　葬祭場）                　　　     ９億5,885万８千円
健康福祉部予算の主なもの
　・子ども・子育て新支援事業

　　13億1,387万５千円
　・予防接種事業　　　　  　　　　　      8,700万円
水道局予算の主なもの
　・原城配水池の基本設計・地質調査等工事費

１億１千万円
　・下漆田町送水管改良工事費            　  4,200万円
　・九日町汚水中継ポンプ場機械・電気設備改築更新
　　工事委託料                    　　　　１億４千万円

総務文教委員会報告

厚 生 委 員 会 報 告

●委員長　西　信八郎　　●副委員長　宮原　将志
●委　員　宮﨑　保・犬童　利夫・本村　令斗・田中　哲

●委員長　三倉　美千子　　●副委員長　塩見　寿子
●委　員　高瀬　堅一・井上　光浩・村上　恵一・仲村　勝治

地質調査等が行われる原城配水池
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日　　程：平成28年１月20 日（水）～22日（金）
研 修 先：大阪府泉大津市・三重県伊賀市
研修目的：議会改革の取り組みについて
研修内容：今回視察した議会は、どちらも議会基本
条例を制定していますが、制定までのきっかけは自
主改革によるもの、合併による経過措置など、それ
ぞれ制定までのプロセスが違っています。
　泉大津市では「議会傍聴よびかけ隊」、「政策討論
会」、「意見交換会」、「独自ホームページの展開」、「委
員会会議録の公開」など、議会内部活性化のための
先進的な取り組みをされています。その中でも、「議
会傍聴よびかけ隊」はユニークな取り組みで、市民
の方々を議会傍聴に呼び込むために、５年前より開
始したということです。全議員で市内３カ所に分か
れ、駅やスーパーマーケットでチラシ配布とマイク
による宣伝活動を精力的に行ってきたということで
す。始めたころは、その効果には疑問を感じていた
そうですが、数年経った今では、確実に議会傍聴が
ふえているとの説明でした。また、「政策討論会」は、

市政に関する重要な政策及び課題について、議会と
しての共通認識を持ち、合意形成を得るために開催
されています。そして、「意見交換会」については、
市内のさまざまな団体と意見交換する場を設け、市
民の意思を市政に反映することができるよう開催さ
れており、今後、意見交換会で浮き彫りになった事
案について政策討論会を行うというスタイルになる
だろうとのことでした。
　また、伊賀市では、議員を少人数のグループに分け、
きめ細かな「議会報告会」を実践され、意見交換会
と同様の「出前講座」の開催や「政策討論会」を精
力的に行われています。
まとめ：今回の視察では、議会が市民の元へ出向く
というスタイルの必要性と、見直しを行いながらも
あきらめずに継続していく必要性を感じました。そ
して、各種団体との「意見交換会」、議会の政策能力
アップを図る「政策討論会」については、人吉市議
会の今後の課題として検討していきます。

公用車両事故による損害の賠償を承認
　平成 27 年 12 月 14 日、市公用車が永国寺前道路を
走行中、運転操作を誤り、赤信号待ちをしていた相手
方車両に追突した事故に対し、相手方と人吉市との間
で損害賠償の額を決定し、和解するものです。市の賠
償額は、10 万 7,600 円です。
平成27年度補正予算及び繰越事業を承認
　農業費の主なものは、中山間地域等直接支払事業交
付金などの事業費の確定による減額と、上原田地区内
において農業用水の確保を行うための、単県地域密着
型農業基盤整備事業負担金の増額などです。
　商工費の主なものは、地方活性化・地域住民生活等
緊急支援交付金を活用した人吉市商店街活性化事業補
助金などの事業費の確定による減額と、地方創生加速
化交付金を活用した県南広域観光連携事業負担金の増
額などです。
　なお、農林水産業費と商工費の地方創生加速化交付
金事業 2 件、土木費の下林願成寺線整備事業等10 件は、
翌年度へ繰り越されます。
平成28年度人吉市一般会計予算を承認
　農林水産業費のうち、農業費は２億 8,552 万３千円
で、前年度と比較して 2,473 万１千円の増。主なものは、

人吉市農業活性化対策事業補助金、青年就農給付金
事業交付金、多面的機能支払交付金事業交付金などで
す。林業費は 8,705 万８千円で、前年度と比較して1,246
万４千円の増。主なものは、森林の下刈・間伐・素材
生産販売等委託料などです。
　商工費は３億 2,787 万５千円で、前年度と比較して
1,925 万７千円の増。主なものは、人吉市商店街活性化事
業補助金、中小企業経営安定資金貸付預託金などです。
　土木費は 15 億 1,751 万９千円で、前年度と比較して
１億 2,855 万８千円の増。主なものは、人吉市住宅リ
フォーム促進事業補助金、道路維持補修工事費、人吉・
球磨スマートＩＣ整備事業関連道路工事費、市営団地
施設改修工事費、村山公園等施設改築工事費などです。

経済建設委員会報告

議 会 運 営 委 員 会 行 政 視 察 報 告

●委員長　平田　清吉　　●副委員長　福屋　法晴
●委　員　大塚　則男・豊永　貞夫・笹山　欣悟・永山　芳宏

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　本村　令斗
●委　員　高瀬　堅一・大塚　則男・宮﨑　保・平田　清吉・永山　芳宏・三倉　美千子

補修が行われる村山公園展望台
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公共施設等総合管理計画の策定について
　市庁舎建設に関する特別委員会を閉会中の 1 月 13
日と 2 月 3 日、定例会中の 3 月 2 日に開催し、公共
施設等総合管理計画の策定等について執行部から説
明を受けました。
　公共施設等総合管理計画について、計画策定の背
景には、公共施設等の老朽化が進んでおり、維持・
更新等に今後多額の費用が見込まれ、他の公共サー
ビスに対応するための財源確保も必要になり、公共
サービス・施設等の規模の適正化、公共施設等の効
率的な施設管理及び有効活用による公共施設等の全
体最適化を図ることで、必要とされる公共サービス
の提供を維持、確保していくため、公共施設等総合
管理計画が策定されます。
　市庁舎建設も含め、公共施設等の更新のための財
源確保が厳しい状況の中で、更新費用や効率的な長寿
命化の施策等ができるよう策定に向け準備を進めてお
り、策定の時期は平成 28 年度末を予定されています。

市庁舎等移転建設審議会の再設置について
　移転建設する市役所本庁舎に関する基本構想の見
直しについて、２月 12 日に市庁舎等移転建設審議会
が再設置されました。審議会は、各団体からの推薦
者 10 名、学識経験者 2 名、市長が適当と認める者 3
名の委員 15 名で構成され、会長に熊本大学大学院の
位
い き

寄 和
かずひさ

久教授、副会長に町内会長嘱託員連合会の山
口眞一氏が選任されています。審議会には、命題で
ある総事業費の圧縮に関する①公共施設を始め市有
財産の総量最適化、②公共施設の効率的・有効活用、
③公共施設の長寿命化、④経費の抑制、事業費の抑
制という 4 つの視点において、あらためて基本構想
の見直しを諮問しているとの説明があり、開催割合
はとの問いに、特別委員会と庁舎内の研究会での審
議が関連してくるので、平成 28 年度は３、４回を予
定していると説明がありました。

第４回特別委員会を開催
　第４回治水・防災に関する特別委員会を、平成 28
年３月２日に開催しました。今回の審議事項として、

「九州電力川内原子力発電所について」、及び「人吉
市総合防災マップ作成について」の２点について行
いました。
　以前から、特別委員会で川内原子力発電所の視察
を行ったらとの意見が出されていましたので、現地
視察の実施に向けての事前勉強会という位置づけで、
九州電力株式会社熊本支社及び人吉配電事業所から
４名の方々においでいただき、川内原子力発電所の
概要として、新規制基準の概要、重大事故を防止す
るために強化・新設した主な対策、重大事故の発生
に備え新設した主な対策について、資料に基づき詳
しく丁寧に説明をいただきました。委員から多くの
質問がなされ、それぞれに詳しく回答いただきまし
たが、さらに質問等があった場合には取りまとめを

行い、現地視察の際に現地にて説明いただくこととし
ました。
　次に、人吉市総合防災マップ作成について、防災
安全課から資料に基づき説明をいただきました。こ
れまで洪水ハザードマップを平成 18 年に、改訂版と
して平成 22 年にそれぞれ全戸配布されております。
今回は新たな土砂災害警戒区域基礎調査分を掲載し、
災害対策支部と指定避難所の見直しや防災・減災対
策などの情報を、Ａ１サイズから冊子版に変更して
作成されるとのことであり、今後校区ごとの説明会
を経て、平成 28 年８月頃に人吉市内の全家庭に配布
されるとのことでした。この事業は、球磨川水系防災・
減災ソフ卜対策等補助金による事業とのことです。
　今後は、川内原子力発電所の現地視察に向けて、
調整を行っていくことにしています。

市庁舎建設に関する特別委員会報告

治水・防災に関する特別委員会報告

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　高瀬　堅一
●委　員　塩見　寿子・犬童　利夫・西　信八郎・笹山　欣悟・村上　恵一・三倉　美千子・仲村　勝治

●委員長　福屋　法晴　　●副委員長　宮﨑　保
●委　員　宮原　将志・大塚　則男・平田　清吉・井上　光浩・豊永　貞夫・本村　令斗・田中　哲
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仲村　勝治

本村　令斗

塩見　寿子
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校
給
食
法
第
11
条
及
び
同
法
施

行
令
第
２
条
に
お
い
て
、
学
校
給
食

の
食
材
費
は
保
護
者
の
負
担
と
さ
れ

て
お
り
、
第
一
義
的
に
は
保
護
者
が

支
払
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
文
部
科
学
省

の
判
断
は
、
こ
の
規
定
は
経
費
の
負

担
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
設
置
者
の
判
断
で
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
公
費
で
の
負

担
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今

回
の
負
担
も
、
法
の
趣
旨
に
反
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問　

学
校
給
食
費
補
助
の
決
定
は
。

答�　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
の
成

立
と
、
定
例
教
育
委
員
会
で
の
補
助

交
付
要
項
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

問  　

子
ど
も
の
貧
困
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省

の
平
成
22
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

で
は
、
母
子
世
帯
の
う
ち
所
得
が

２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
の
割
合
は

幾
ら
か
。

答　

39
．
５
％
。

問  　

子
ど
も
の
貧
困
率
が
ふ
え
る
中

で
、
就
学
援
助
率
が
ふ
え
て
い
る
。

人
吉
市
で
の
就
学
援
助
率
の
推
移
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
17
年
度
は
７
．
３
％
、
平
成

　

27
年
度
は
14
．
４
％
と
、
約
２
倍
。

問 　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る
対
策
を

講
じ
る
べ
き
。

答　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無

　

料
化
、
学
校
給
食
費
の
段
階
的
補
助

　

を
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
た
。
そ
の

　

他
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の
拡
充

　

を
通
じ
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

　

進
を
図
り
た
い
。

問  　

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
支
給

は
学
期
末
の
７
月
に
な
っ
て
い
る

が
、
全
国
で
は
実
態
に
合
わ
せ
て
３

月
に
支
給
す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
人
吉
市
で
も
前
倒
し
で
き
な

い
か
。

答�　

３
月
時
点
で
は
転
出
入
者
が
流
動

的
で
あ
り
、
直
前
に
転
出
す
る
例
も

あ
る
の
で
困
難
で
あ
る
。

問   　

水
道
使
用
量
が
10
㎥
に
満
た
な
い

戸
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
基
本
水
量

　

の
見
直
し
は
検
討
し
な
い
の
か
。

答　

26
年
度
の
実
績
で
６
，
５
８
１
戸

　

で
あ
る
。
28
・
29
年
度
で
適
正
な
水

　

道
料
金
体
系
及
び
基
本
水
量
の
検
討

　

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問  　

防
犯
灯
の
整
備
の
計
画
は
。

答�　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
電
気
料
金
や
電
球
交
換

に
係
る
町
内
会
の
負
担
を
軽
減
す
る

の
で
、
設
置
要
望
が
多
い
。
今
後
と

も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
を
進
め
た

い
。

general interpellation 　
３
月
定
例
会
で
は
、
13
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
市
長
の
施
政
方
針
、

教
育
関
連
、
公
共
交
通
関
連
、
健

康
福
祉
関
連
な
ど
、
幅
広
く
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
要
旨
を
各
議
員
が
報
告
し

ま
す
。 一

質 般
問
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大塚　則男

笹山　欣悟

豊永　貞夫

宮﨑　保

学
校
給
食
費

完
全
無
料
化
に
つ
い
て

新
市
庁
舎
建
設
計
画

に
つ
い
て

が
ん
検
診
に
つ
い
て

公
共
交
通
空
白
地
の

解
消
に
つ
い
て

問 　

中
学
校
ま
で
の
学
校
給
食
費
完
全

無
料
化
に
向
け
て
今
回
計
上
さ
れ
て

い
る
２
，
５
３
０
万
円
の
財
源
は
。

　

 

ま
た
、
い
つ
ま
で
継
続
さ
れ
る
の

か
、
将
来
に
お
い
て
完
全
無
料
化
は

実
現
で
き
る
の
か
。　

答 　

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
応
援
す

る
優
先
的
な
事
業
で
あ
り
、
特
定
の

財
源
を
充
当
す
る
の
で
な
く
、
歳
入

と
歳
出
の
総
合
的
な
調
整
と
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
捻
出
し
た
い
。
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
絶
や
す
こ
と

な
く
継
続
し
て
い
き
た
い
。
多
く
の

重
要
な
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
中
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
り
選
択
と
集
中
を
図
り
、
あ

る
程
度
の
年
数
を
要
す
る
が
、
完
全

無
料
化
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。

問 　

市
庁
舎
等
移
転
建
設
審
議
会
に
対

し
て
は
、
見
直
し
案
（
２
案
）
に
つ

い
て
諮
問
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
計

画
の
総
合
庁
舎
方
式
案
を
加
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 　

見
直
し
案
は
、
市
の
財
政
状
況
を

お
も
ん
ぱ
か
り
、
お
金
を
か
け
な
い

た
め
に
は
ど
う
い
う
手
法
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
観
点
に
立
っ
た
上
で
の

案
で
あ
る
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
、
提
案
を
拝
聴
し
な
が
ら
ベ
ス

ト
な
案
を
選
択
し
て
い
き
た
い
。

問 　

見
直
し
案
と
現
行
計
画
案
は
同

じ
土
俵
に
上
が
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
。
公
共
施
設
の
あ
り
方
等
を
含

め
、
総
合
的
に
検
討
す
る
よ
う
改
め

て
諮
問
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 　

現
行
計
画
案
の
説
明
を
し
、
同
じ

土
俵
に
上
げ
て
審
議
し
て
い
た
だ
く

よ
う
再
度
審
議
会
に
申
し
上
げ
た

い
。

問 　

胃
が
ん
予
防
と
、
将
来
的
に
本
市

の
医
療
費
抑
制
に
も
期
待
で
き
る
た

め
、
胃
が
ん
の
原
因
で
も
あ
る
ピ
ロ

リ
菌
検
査
を
、
本
市
の
市
民
健
診
の

項
目
に
追
加
で
き
な
い
か
。

答 　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
国
も
推
奨
さ
れ
て
い
な
い
。
本
市

医
師
会
も
検
査
導
入
に
つ
い
て
は
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
現
段
階

で
は
項
目
を
追
加
で
き
な
い
状
況
。

問  　

最
近
民
家
近
く
の
山
林
伐
採
が
急

速
に
進
み
、
場
所
に
よ
っ
て
は
大
き

な
岩
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

梅
雨
の
大
雨
時
の
土
砂
災
害
が
心
配

さ
れ
る
が
。

答 　

現
在
ま
で
の
場
所
に
つ
い
て
は
危

険
性
が
な
い
と
の
調
査
結
果
で
あ
る

が
、
今
後
、
伐
採
後
に
危
険
性
の
あ

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

調
査
、
指
導
に
努
め
て
い
く
。

問 　

空
白
地
帯
の
解
消
の
計
画
は
。

答 　

人
吉
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
は
、
昨
年
12
月
に
設
立
し
た
人
吉

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
、
平
成
28
年
度
の
計
画
策
定
に
向

け
協
議
を
進
め
て
い
る
。
公
共
交
通

空
白
地
解
消
も
あ
わ
せ
、
既
存
の

路
線
再
編
を
盛
り
込
み
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通
の
再
編
を
計
画

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

 　

市
内
を
完
結
す
る
バ
ス
路
線
、
豆

バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
通
に
関
し
て

も
、
地
域
の
方
や
交
通
事
業
者
と
協

議
が
整
い
次
第
、
順
次
実
施
し
て

い
く
。
現
段
階
で
時
期
を
言
う
の
は

難
し
い
が
、
平
成
29
年
10
月
を
見
込

み
、
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置
付
け

て
い
る
の
で
、
解
消
に
努
め
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問
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平田　清吉

福屋　法晴

宮原　将志

西　信八郎

下
水
道
使
用
料
誤
徴
収
と

損
害
責
任
に
つ
い
て

新
市
庁
舎
建
設
時
期
・

企
業
誘
致
に
つ
い
て

ハ
ラ
ー
ル
促
進
区
、

積
雪
対
応
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問   　

下
水
道
使
用
料
誤
徴
収
の
経
緯

は
。

答 　

平
成
27
年
３
月
、
市
内
の
集
合
住

宅
管
理
人
か
ら
、
同
住
宅
の
消
火
栓

に
つ
い
て
、「
下
水
道
使
用
料
が
徴

収
さ
れ
て
い
る
」、
と
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
こ
の
件
は
、
使
用
料
を
徴
収
し

て
は
い
け
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
同
時
に
同
住
宅
の
共
用
部
分

に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
に
接
続
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
水

道
使
用
料
が
未
徴
収
で
あ
っ
た
こ
と

も
判
明
。
そ
の
た
め
、
他
に
徴
収
の

誤
り
が
な
い
か
、
対
象
町
内
数
52
町

内
の
約
１
万
２
千
世
帯
の
全
件
調
査

を
し
た
結
果
、
同
様
の
誤
り
を
発
見

し
た
。

問　

昭
和
57
年
運
用
か
ら
の
、
下
水
道

　

使
用
料
徴
収
漏
れ
損
害
の
責
任
は
。

答　

故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
が
な
い

　

と
、
職
員
に
は
責
任
を
問
え
な
い
。

問 　

新
市
庁
舎
建
設
の
着
工
時
期
は
。

　

 

ま
た
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

定
着
し
た
ら
、
分
庁
方
式
で
各
校
区

コ
ミ
セ
ン
や
九
日
町
の
空
き
店
舗
を

利
用
し
た
住
民
票
取
得
な
ど
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
開
設
で
き
な
い

か
。

答 　

28
年
度
内
に
着
工
時
期
を
決
定
し

た
い
。
窓
口
業
務
開
設
は
、
今
後
加

速
化
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
に
お

い
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
利

便
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
、
幅

広
い
議
論
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問 　

企
業
誘
致
活
動
と
成
果
・
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答 　

梢
山
工
業
団
地
・
人
吉
中
核
工
業

用
地
な
ど
企
業
誘
致
を
図
る
た
め
、

環
境
整
備
・
企
業
訪
問
・
企
業
立
地

フ
ェ
ア
な
ど
に
参
加
し
、
今
後
人
吉

独
自
の
確
固
た
る
戦
略
を
持
ち
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問  　

ハ
ラ
ー
ル
促
進
区
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
市
長
の
決
意
を
尋
ね
る
。

答  　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅
れ
は

あ
る
が
、
本
市
の
上
位
計
画
に
揚
げ

る
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
農
畜
産
業

の
振
興
に
資
す
る
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
。
全
庁
的
に
総
力
を
挙
げ
て

推
進
し
て
い
く
。

問  　

各
地
域
で
農
業
機
械
等
を
利
用
し

除
雪
作
業
を
行
わ
れ
た
方
が
い
た

が
、
そ
の
よ
う
な
方
々
と
除
雪
協
定

を
結
べ
な
い
か
。

答  　

法
的
制
約
等
や
財
政
状
況
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。

問  　

人
吉
市
防
災
計
画
書
に
雪
害
対
策

も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  　

本
市
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
孤
立

し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
今

後
、
地
域
防
災
計
画
書
の
見
直
し
を

行
う
際
に
検
討
し
た
い
。

問 　

中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
更
新
と
拡
充
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答 　

現
在
使
用
し
て
い
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
～
22
年
度
の
総
務
省
の
補
助
事
業

に
よ
り
、
全
国
に
先
駆
け
学
校
内
の

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
電
子
黒
板
、
教
員
用

の
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
、
児
童
生
徒
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
整
備
を

行
っ
た
が
、
機
器
の
導
入
か
ら
５
年

が
経
過
し
て
お
り
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
。
現
在
、
小
学
校
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
９
３
７
台
に
つ
い

て
は
、
予
算
に
め
ど
が
つ
き
次
第
、

少
し
ず
つ
更
新
し
て
い
く
こ
と
を
計

画
。
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
黒

板
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
立
て
、
国

の
補
助
金
や
交
付
金
等
を
活
用
し
、

機
器
の
更
新
と
拡
充
に
取
り
組
む
。

一
般
質
問
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高瀬　堅一

井上　光浩

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

起
業
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は

問 　

市
長
就
任
後
の
所
信
表
明
と
、
そ

の
後
の
各
定
例
会
の
施
政
方
針
を
聞

く
と
、
政
策
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
の
か
。

答 　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
言
葉
足
ら
ず

の
面
も
あ
る
が
、
多
岐
多
様
な
政
策

を
今
後
実
現
す
る
た
め
、
自
問
自
答

し
な
が
ら
、
市
民
、
議
会
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
て
い
き
た
い
。

問 　

本
市
の
財
政
状
況
は
。
特
に
経
常

収
支
比
率
が
、
県
下
で
一
番
悪
い
。

　

 

現
状
と
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

答 　

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。
今
後

適
正
な
歳
出
減
に
努
め
、
さ
ら
に
歳

入
増
を
図
り
、
健
全
な
財
政
の
堅
持

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

※ 

そ
の
他
、
新
市
庁
舎
問
題
の
総
括
、

選
挙
公
約
の
整
合
性
、
少
子
高
齢
化

に
対
す
る
市
の
施
策
、
春
風
マ
ラ
ソ

ン
の
一
層
の
発
展
に
つ
い
て
質
問
。

問 　

起
業
創
業
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
設
立
の
基
本
的
な
今
後
の
考
え

方
、
支
援
業
種
は
限
ら
れ
て
く
る
の

か
。

答 　

全
て
の
中
小
企
業
、
創
業
に
対
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
「
よ
ろ
ず
相
談
」

を
目
指
し
、
事
業
推
進
に
は
優
秀
な

産
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
へ
い

し
、
中
小
企
業
支
援
と
創
業
支
援
の

両
輪
実
施
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問 　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
に
充
実
と
活
用
を
図
る
の

か
。

答 　

多
面
的
、
戦
略
的
な
事
業
と
位
置

づ
け
、
人
吉
市
の
特
産
品
、
観
光
、

自
然
を
売
り
出
す
ツ
ー
ル
と
し
て
、

新
設
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
室
の
メ
ー
ン
事
業
と
し
て
展

開
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

※ 

そ
の
他
、
市
が
管
理
す
る
施
設
維
持

策
に
対
し
今
後
の
考
え
方
な
ど
質
し

ま
し
た
。

一
般
質
問

３月定例会で意見書１件を可決し、関係機関へ提出しました

奨 学 金 制 度 の 充 実 等 を 求 め る 意 見 書

　学費が高騰し、一方で世帯年収が下がり続ける中で、家庭の教育費負担がかつてなく重くなっている。
既に大学生の５割超、大学院生の６割超が何らかの奨学金を受給しなくては、学業を続けられないのが実
態である。
　わが国の公的な奨学金制度の中心である独立行政法人日本学生支援機構による奨学金は、貸与型の奨学金
制度であり、その７割超（貸与金額）が年３％を上限とする利息付きの奨学金（第２種奨学金）となっている。
　近年、貸与者数及び貸与金額が増加を続ける一方で、学生の就職難や非正規労働の増加などから、卒業
後も奨学金の返還ができずに生活に苦しむ若者が急増している。同機構は、返還期限の猶予や減額返還な
どの制度を設けているが適用の要件が厳しく、民間サービサー（債権回収会社）による過酷な債権回収な
どが社会問題ともなっている。
　よって本議会は、政府において、学習意欲と能力のある若者が家庭の経済状況にかかわらず進学し、安
心して学業に専念できる環境をつくるため、下記の事項を実施するよう強く求める。

記

１ 　高校生を対象とした給付型奨学金制度を拡充し、大学生等を対象とした給付型奨学金制度を創設する
こと。 

２　無利子奨学金を充実させ、延滞金制度の加算利息についてはさらに引き下げること。
３　返還猶予、返還免除、減額返還などの救済制度の周知と拡充を図り、柔軟に適用させること。
４　大学等の授業料減免制度を充実し、高等教育の学費の引き下げを図ること。
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平成 28年 3月定例会の議案等の議決結果
番　　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果
議 第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 ２ 号 平成２７年度人吉市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
議 第 ３ 号 平成２７年度人吉市一般会計補正予算（第８号） 原案可決
議 第 ４ 号 平成２７年度人吉球磨地域交通体系整備特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 ５ 号 平成２７年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議 第 ６ 号 平成２７年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議 第 ７ 号 平成２７年度人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議 第 ８ 号 平成２７年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議 第 ９ 号 平成２７年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議第 10号 平成２７年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第 11号 平成２７年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議第 12号 平成２７年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議第 13号 平成２７年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第 14号 平成２７年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議第 15号 平成２７年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第 16号 平成２７年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第 17号 平成２８年度人吉市一般会計予算 原案可決
議第 18号 平成２８年度人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算 原案可決
議第 19号 平成２８年度人吉市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議第 20号 平成２８年度人吉市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議第 21号 平成２８年度人吉市介護保険特別会計予算 原案可決
議第 22号 平成２８年度人吉市介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議第 23号 平成２８年度人吉市水道事業特別会計予算 原案可決
議第 24号 平成２８年度人吉市公共下水道事業特別会計予算 原案可決
議第 25号 平成２８年度人吉市国民宿舎特別会計予算 原案可決
議第 26号 平成２８年度人吉市工業用地造成事業特別会計予算 原案可決
議第 27号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 28号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案否決
議第 29号 人吉市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 30号 人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 31号 人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 32号 人吉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び人吉市職員の退職手当の支給に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 33号 人吉市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 34号 人吉市職員の退職管理に関する条例の制定について 原案可決

議第 35号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決

議第 36号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原案可決
議第 37号 人吉市行政不服審査会条例の制定について 原案可決
議第 38号 人吉市行政不服審査に係る手数料に関する条例の制定について 原案可決
議第 39号 人吉市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 40号 人吉市総合計画策定審議会条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 41号 人吉市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 原案可決
議第 42号 人吉市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 43号 人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 44号 人吉市税条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第 45号 人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決

議第 46号 人吉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
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平成28年3月定例会の請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　����������������　名 議決結果

経済建設 国道 445 号に計画されている上空通路建設計画に対して意見書提出を願う請願 継続審査

議第 47号
人吉市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議第 48号 損害の賠償について 原案可決
議第 49号 損害の賠償について 原案可決
議第 50号 人吉下球磨消防組合規約の一部変更について 原案可決
議第 51号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 撤　　回
議第 52号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 選任同意
議第 53号 人吉市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 54号 損害の賠償について 原案可決

諮 第 １ 号 給与その他の給付に関する処分についての審査請求における裁決について 異議ないもの
と決定

意見第 4号 奨学金制度の充実等を求める意見書 原案可決

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
に
よ

る
市
役
所
機
能
の
分
散
配
置
に
伴

い
、
人
吉
市
議
会
は
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
場
・
議
長
室
・
議
会
事

務
局
は
２
階
、
各
委
員
会
室
等
は

３
階
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
移
転
に
よ
る
仮
議

場
の
た
め
、
傍
聴
席
は
30
席
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

議員別表決 「表決が割れた」議案とその議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。（○は賛成、●は反対）

議案
番号

塩
見
　
寿
子

宮
原
　
将
志

高
瀬
　
堅
一

大
塚
　
則
男

宮
﨑
　
　
保

平
田
　
清
吉

犬
童
　
利
夫

井
上
　
光
浩

豊
永
　
貞
夫

西
　
信
八
郎

本
村
　
令
斗

笹
山
　
欣
悟

福
屋
　
法
晴

村
上
　
恵
一

永
山
　
芳
宏

三
倉
美
千
子

仲
村
　
勝
治

田
中
　
　
哲

３号 平成２７年度人吉市一般会
計補正予算（第８号） ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
職
の
た
め
表
決

に
は
参
加
し
な
い

17 号 平成２８年度人吉市一般会計予算 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○

28 号
人吉市長等の給与及び旅費
に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○

  

議
会
の
場
所
が

　
　 

変
わ
り
ま
し
た
！

熊
本
県
市
議
会
議
長
会
を

人
吉
市
で
開
催

　

平
成
28
年
４
月
12
日
・
13

日
、
あ
ゆ
の
里
に
お
い
て
第

２
６
０
回
熊
本
県
市
議
会
議

長
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
人
吉
市
提
出
の
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
に
関
す
る

要
望
、
及
び
熊
本
市
提
出
の

中
九
州
地
域
の
交
通
網
の
整

備
促
進
に
関
す
る
議
案
２
件

を
承
認
し
ま
し
た
。
両
議
案

は
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
九

州
市
議
会
議
長
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
は
、

国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
、
翌
日

は
人
吉
城
歴
史
館
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
・
九
州
市
議
会

議
長
会
か
ら
見
舞
金
が
交
付
さ
れ
る

　

平
成
28
年
４
月
27
日
に
長
崎
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
91
回
九
州
市
議

会
議
長
会
の
席
上
で
、
熊
本
地
震
に

伴
い
、
熊
本
県
の
各
市
に
対
し
、
全

国
市
議
会
議
長
会
と
九
州
市
議
会
議

長
会
か
ら
見
舞
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
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次の定例会は
　　６月の予定です

【議会報編集委員会】　委員長╱田中　哲　　副委員長╱仲村　勝治
委　員╱塩見　寿子・宮原　将志・平田　清吉・本村　令斗・福屋　法晴・三倉　美千子

編
集
後
記

　

平
成
28
年
熊
本
地
震

は
、
被
災
地
に
大
き
な
爪

痕
を
残
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
や
亡
く
な
ら
れ

た
方
に
は
、
心
か
ら
お
見

舞
い
と
ご
冥
福
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

人
吉
市
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な

揺
れ
と
長
引
く
余
震
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な

さ
ま
も
、
不
安
な
日
々
を

送
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

各
家
庭
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

余
震
が
収
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

　

地
震
は
、
人
吉
市
役
所

に
も
多
大
な
る
損
傷
を
与

え
、
機
能
移
転
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
人
吉
市

議
会
も
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
の
２
、３
階
に
移
り
ま

し
た
。
災
害
対
策
や
市
民

生
活
の
向
上
な
ど
に
対
し
、

よ
り
一
層
の
議
論
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
方
々
に
、
傍
聴
に
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
（
文
責
・
表
紙
写
真
提
供

本
村  

令
斗
）

平成27年度  議会報告会及び意見交換会を開催しました
開催日時：平成２８年１月３１日（日）午後２時　　開催場所：カルチャーパレス

　人吉市議会では、市民の皆様に対し議会情報を提供
するための一環として、全議員 18 名が日頃の議会活動
の状況を報告するため、今回６回目となる「議会報告
会及び意見交換会」を開催しました。ご参加いただき
ました皆様には、お忙しい中、会場に足を運んでいた
だきありがとうございました。会場でいただいたご意
見やご要望は、市議会としまして、今後の議会活動の
参考とさせていただきますので、今後ともよろしくお
願いいたします。

会場でいただいたご意見・ご要望（アンケート含む）

○ 

介
護
施
設
等
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
現
場
と
議
会
と
の
意

見
交
換
会
の
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
。

○ 

議
会
報
告
会
は
、
市
民
を
集
め
ら

れ
る
時
期
の
工
夫
が
最
大
に
必
要

と
思
わ
れ
る
。

○ 

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
寒
い
時

期
は
風
邪
な
ど
で
参
加
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
の
で
、
秋
に
開
催
し

て
ほ
し
い
。

○ 

議
会
報
告
会
の
場
を
多
く
行
っ
て

ほ
し
い
。

○ 

添
付
資
料
は
、
も
う
少
し
多
い
ほ

う
が
あ
り
が
た
い
。

○ 
議
会
報
告
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加

で
き
る
時
間
帯
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
複
数
回
い
ろ
い
ろ
な
形
で
試

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

○ 

委
員
会
報
告
の
内
容
は
、
せ
っ
か

く
の
議
会
報
告
会
な
の
で
、
取
り

上
げ
た
項
目
を
審
議
す
る
中
で
議

会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
見
・
要

望
を
し
た
の
か
入
れ
込
ん
だ
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
。

○ 

意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
市
政

の
重
要
課
題
や
市
民
の
関
心
が
あ

る
事
を
テ
ー
マ
に
し
て
意
見
交
換

を
行
う
と
い
う
方
法
も
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

○ 

議
員
の
皆
様
が
、
一
生
懸
命
に
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
良
く
わ
か

り
ま
し
た
が
、
市
民
の
参
加
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。

○ 

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
議
員
１
人
10
名
呼
び
込

ん
だ
ら
１
８
０
名
に
な
り
ま
す
。

○ 

初
め
て
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

人
吉
市
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
も
協
力
し
な
く
て

は
と
思
い
ま
し
た
。

○ 

次
世
代
の
福
祉
関
係
者
等
の
意
見

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

○ 

皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

人
吉
市
の
発
展
の
た
め
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

厚
生
委
員
会
で
は
、
会
場
で
の
ご

意
見
を
踏
ま
え
、
４
月
14
日
介
護
関

連
団
体
と
厚
生
委
員
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


